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小児慢性特定疾病医療費支給認定を申請された方へ 

小児慢性特定疾病にかかっている児童等について、健全育成の観点から、患者家庭の医療費の負担軽減に 

つながるよう、医療費の自己負担の一部を助成する制度です。 

 

対象者・対象年齢 

豊橋市に住所があり、１８歳未満で対象疾患に該当する小児慢性特定疾病の方。引き続き治療が必要と認め

られる場合は、年度毎に更新申請ができ、２０歳の誕生日の前日まで助成可能です。更新申請のご案内は更新

期間前（１０月頃）に郵送します。引き続き医療費助成を希望する場合は更新手続きが必要となります。 

 

申請から受給者証交付まで 

申請後、専門医による認定審査があります。審査会は月 1 回のため、承認された方には翌月末頃に小児慢性

特定疾病医療受給者証を交付予定です。受給者証は指定医療機関にかかる際、提示してください。審査が「保

留」となった場合、再審査となりさらに１か月程かかります。また、審査の結果「不承認」となる場合もあり

ますのでご承知おきください。 

 

医療費助成の対象 

受給者証の有効期間内の対象疾病の診療における健康保険が適用された医療費自己負担分及び、入院時の食 

事代が対象となります。受給者証が使用できる医療機関（病院・診療所・薬局・訪問看護事業者）は都道府県・ 

政令指定都市・中核市が指定した指定医療機関です。「指定小児慢性特定疾病医療機関」として指定を受けてい

れば、受給者証を使用することができますので、受診の際には必ず窓口で提出してください。 

※指定医療機関以外の医療機関では、医療費助成の対象にはなりません。医療機関を管轄する都道府県・指定

都市・中核市のホームページでご確認ください。豊橋市外へ転居される際は取り扱いが異なるため、転居先の

管轄保健所にご確認ください。 

 

受給者証の有効期間 

その年度の３月３１日まで。（１月から３月末までの申請は翌年度末まで）支給開始日は、申請日から診断年

月日（意見書に記載）に遡って開始することができます。ただし、遡ることができる期間は原則 1 か月（やむ

を得ない理由がある場合は最長３か月）までとなります。 

 

医療費等の払い戻し 

国の制度では、小児慢性特定疾病支給認定を受けると、医療費（自己負担上限額まで）と入院時の食事代が

自己負担となります。豊橋市はその自己負担部分についても助成をしており、こども保健課窓口にて払い戻し

の申請を行うことができます。豊橋市より発行された受給者証をお持ちの方で、受給者証の有効期間内の対象

疾病の診療における、健康保険が適用された医療費自己負担分及び、入院時の食事代が対象です。医療機関発

行の領収書（原本）が必要となりますので保管をお願いします。※受給者証を発行する際に案内を同封します。 

 

その他 

受給者証の記載事項（住所・氏名等）や加入している医療保険に変更がある場合は、こども保健課窓口また

はオンラインにて手続きが必要です。オンライン申請の詳細は、豊橋市ホームページをご確認ください。 

患者が 18 歳以上の成年の場合、申請者は患者本人となるため、患者本人の住所地の管轄保健所で申請をし

てください。             ＜問合せ先＞豊橋市保健所 こども保健課 ☎0532-39-9167 
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電話相談や面接相談がありますので、まずはお問合せください。※年末年始・祝日を除く 

●愛知県医師会 難病相談室  ☎052­241­4144（月～金※ 9 時～１６時） 

 専門の医師による医療相談（面接相談は指定日の 14～17 時 予約制） 

医療ソーシャルワーカーによる療養相談・生活相談（電話相談・面接相談） 

 病気の理解や日常生活での注意点、学校生活、家庭生活、人間関係、経済的 

な心配や就労に関すること等の相談に応じています。 

 

●難病のこども支援全国ネットワーク ☎03­5840­5973（月～金※ 11 時～15 時） 

難病のこどもたちの療養に関する電話相談等の相談支援、同病のお友達探し等に 

応じています。 

相談内容 相談先を活用した情報 問合せ先 

療養相談・生活全般に 

関すること 

豊橋市保健所 こども保健課 
（保健師・管理栄養士・歯科衛生士） 

0532-39-9167 
月～金※ 8：30～17：15  

保育園・認定こども園・

幼稚園に関すること 

豊橋市役所 保育課 0532-51-2377 
月～金※ ８：30～17：15 

就学・教育相談に関する

こと 

豊橋市教育会館 にじの子相談室 
（ライフポートとよはし内） 

0532-33-1366 
月～土※ 9：00～17：00 

就労に関すること 

 

 

ハローワーク豊橋 専門援助部門 

 

 

0532-81-0376 
月～金※ 9：00～17：00 

ハローワーク名古屋中  

難病患者就職サポーター 

 

 

052-855-3740（44＃）

月～金※ ９：00～１５：00 

愛知障害者職業センター豊橋支所 

 

 

0532-56-3861 
月～金※ ８：45～17：00 

豊橋障害者就業・生活支援センター 

（社会福祉法人岩崎学園 FLAT 内） 

 

 

0532-69-1323 
月～金※ 9：00～18：00 

とよはし総合相談支援センター 

「ほっとぴあ」 

0532-56-4111 
月・土※ 8：30～17：00 

火～金※ 8：30～17：30 

愛知県医師会 難病相談室 

 

052-241-4144 
月～金※ 9：00～1６：00 

１ 相談窓口・情報機関のご案内 
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●小児慢性特定疾病情報センター 

 小児慢性特定疾病についての最新情報や各疾病の解説、患者さんやご家族の支援情報 

等をインターネットで閲覧することができます。病気の知識や治療、日常生活にお役立 

てください。 

 

 

 

●難病情報センター 

 指定難病検索や各疾病の解説、最新情報、各種相談窓口の連絡先等をインターネット 

で閲覧することができます。病気の知識や治療、日常生活にお役立てください。 

 

 

 

●豊橋市保健所 こども保健課 ホームページ 

 小児慢性特定疾病制度に関する情報や医療費助成等の情報が掲載されています。 

 

 

 

●豊橋子育て支援情報ポータルサイト「育なび」 

豊橋市の子育てに関するさまざまな情報が掲載されています。 

 

 

 

●移行支援・自立支援情報共有サイト 

 小児期から成人期への移行期への医療に関する情報が掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 活用できる情報サイト 
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同じ病気を持つ子や親同士が出会う機会として家族会があります。情報交換をする  

ことで悩みや不安を分かち合い、励まし合って心を癒す場になることもあります。 

（令和８年 11 月 1 日現在） 

●あいち小児保健医療総合センター 児童日常生活用具給付事業 

子どものための患者・家族会のご案内（主に愛知県内） 

 

●認定ＮＰＯ法人 難病のこども支援全国ネットワーク 

 難病のこどもたちの療養に関する電話相談等の相談支援、同病のお友達探し等に応

じています。リンクのページから親の会連絡会参加団体の情報が閲覧できます。 

 

 

●難病のこども支援東海ネットワーク 

 難病のこどもたちの療育に関する相談支援や情報発信・交換を行っています。 

 

 

●ＮＰＯ法人 愛知県難病団体連合会 

 難病の方の福祉や生活相談・患者会・友の会の情報を知ることができます。 

 関連団体のページから加盟団体の情報が閲覧できます。 

 

 

●ＮＰＯ法人 しぶたね 

 病気のある子どもの「きょうだい」のためのＮＰＯ法人です。 

 

 

 

 

 

専門家による講演会や家族交流会等を通して、知識を深めたり、参加者同士の交流を

します。対象の方へは案内を送付予定です。 

詳細はこども保健課ホームページをご覧頂くか、下記へお問合せください。 

＜問合せ先＞豊橋市保健所 こども保健課 ☎0532-39-9167 

 

 

 

 

 

３-１ 家族会 

３-２ 小児慢性特定疾病児童等交流会（年 1 回） 



5 

●対象者（以下の要件をすべて満たす方） 

① 豊橋市小児慢性特定疾病医療受給者証の交付を受けている方 

② 対象品目の日常生活用具が必要と認められる方 

③ 児童福祉法による施策（小児慢性特定疾病に係るものを除く）及び障害者総合支援

法の施策の対象にならない方 
 

給付には一定の基準があります。自己負担額は、世帯の市町村民税の課税状況に応じ

た自己負担額と種目ごとに決められた基準額を超えた額の合算になります。 

給付をご希望の方は、事前にこども保健課へお問合せください。 

日常生活用具の給付は用具購入前に申請が必要になります。購入後の申請はできませ

んのでご注意ください。給付決定の審査結果によっては、給付が受けられない場合があ

ります。詳細はこども保健課ホームページに掲載しています。 

●バギー車について 

対象者の日常生活動作に必要なものが対象となるため、他の方の押引により

動作するバギー車は対象外です。 

種目 対象者 

便器 常時介護を要する者 

特殊マット 寝たきりの状態にある者 

特殊便器 上肢機能に障害のある者 

特殊寝台 寝たきりの状態にある者 

歩行支援用具 下肢が不自由な者 

入浴補助用具 入浴に介助を要する者 

特殊尿器 自力で排尿できない者 

体位変換器 寝たきりの状態にある者 

車いす（電動以外のもの） 下肢が不自由な者 

頭部保護帽 発作等により頻繁に転倒する者 

電気式たん吸引器 呼吸器機能に障害のある者 

クールベスト 体温調節が著しく難しい者 

紫外線カットクリーム 紫外線に対する防御機能が著しく欠けて、がんや神経障害を
起こすことがある者 

ネブライザー（吸入器） 呼吸器機能に障害のある者 

パルスオキシメーター 人工呼吸器の装着が必要な者 

ストーマ装具（消化器系） 人工肛門を造設した者 

ストーマ装具（尿路系） 人工膀胱を造設した者 

人工鼻 人工呼吸器の装着又は気管切開が必要な者 

チューブ型包帯 皮膚疾患群に罹患しており、軽微な外力により水泡やびらん
を生じ、皮膚障害を起こすことがある者 

４-１ 小児慢性特定疾病児童日常生活用具給付事業 

＜問合せ先＞豊橋市保健所 こども保健課 ☎0532-39-9167 
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身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている方・障害者総合支

援法の対象となる難病（国の定める対象疾病）の方は、障害福祉サービス等（児童発達

支援、放課後等デイサービス、居宅介護、短期入所等）を利用できます。 

利用される方は、計画相談支援（利用者の方の自立した生活を支えるために、日常生 

活の中での課題を整理し、継続的に相談支援専門員の支援を受けるものです。）が、必

要になります。 

手帳をお持ちでない場合でも、支援を要する方であれば利用が可能となることがあり 

ます。また手帳取得に関する手続きも障害福祉課で行っています。詳細については下記

へお問合せください。 

＜問合せ先＞豊橋市役所 障害福祉課 ☎0532-51-2347 

 

 

 

●難病法に基づく特定医療費助成制度 

 国で指定されている指定難病の治療に係る医療費等について助成する制度です。疾病 

ごとに認定基準が定められています。申請手続き等は保健所健康増進課で受付していま 

すが、国の制度であり愛知県が認定審査を行います。年 1 回の更新手続きが必要です。

小児慢性特定疾病とは対象疾病が異なりますのでご注意ください。 

＜問合せ先＞豊橋市保健所 健康増進課 ☎0532-39-9134 

 

●高額療養費制度 

 医療費の自己負担額が高額になる場合に、負担を軽減するために１か月（1 日～月末 

まで）に医療機関で支払った医療費が、自己負担限度額を超えた場合に、超えた額を申 

請により払い戻しされる制度です。加入する保険者によっては、自己負担上限額までの 

支払いとなります。 

＜問合せ先＞加入先の医療保険者（健康保険証を発行している機関）  

 

●医療費控除 

 納税者が一年間で一定金額以上の医療費を支払った場合に申告すると、所得税が軽減 

されるというものです。確定申告の際には税務署へ申告書を提出する必要があります。 

＜問合せ先＞豊橋税務署 ☎0532-52-6201 

 

 

 

 

 

４-２ 福祉サービスの利用 

４-３ 小児慢性特定疾病医療費助成終了後の医療費助成 
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障害のある方やその家族の方には、等級等に応じ手当が支給される場合があります。 

内容により、該当する障害の程度や要件、金額は異なります。詳細については下記へ 

お問合せください。 

名称 対象者 

豊橋市障害者扶助料（市） 身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を

受けた方。（65 歳以上で新たに取得された方を除く） 

一部支給制限があります。 

障害児福祉手当（国） 

※条件により一部対象者

県加算あり 

 

心身に著しく重度の障害があり、日常生活において常時特別な

介護が必要な 20 歳未満の方。手帳の有無に関わらず、診断書

（所定の様式）で判断され、所得制限などの条件があります。 

【該当する障害※いずれも目安です。】 

①おおむね身体障害 1 級、もしくは常時介護が必要な身体障害

2 級程度 

②ＩＱ20 以下 

③上記と同程度の障害又は病状（肝臓疾患、血液疾患等）で常

時特別な介護が必要な方 

特別児童扶養手当（国） 心身に障害（身体障害１～3 級（一部４級も含む）、療育手帳Ａ・

Ｂ判定程度、精神障害者保健福祉手帳１・２級取得相当）があ

る 20 歳未満の児童を養育している方。 

手帳の有無に関わらず、診断書（所定の様式）で判断され、所

得制限などの条件があります。 

特別障害者手当（国） 

※条件により一部対象者

県加算あり 

精神又は身体に著しく重度の障害があり、日常生活において常

時特別の介護を必要とする 20 歳以上の方。 

手帳の有無に関わらず、診断書（所定の様式）で判断され、所

得制限などの条件があります。 

※施設入所者の方は支給されません。 

＜問合せ先＞豊橋市役所 障害福祉課 ☎0532-51-2345 
 
 

詳細については、下記へお問合せください。 

＜問合せ先＞豊橋市役所 子育て支援課 ☎0532-51-2335 

子ども医療費 

助成制度 

 

対 象 者：豊橋市内に住所があり健康保険に加入している０歳～１８歳 

到達年度末までの子ども 

助成範囲：入院・通院共に全額助成（保険適用の治療に限る） 

※愛知県外の医療機関での受診の場合は、申請により払い戻しの手続きが 

必要です。 

※保険適用でない治療、入院時の食事代、ベッド代等は対象となりません。 

４-４ 各種手当等のご案内 
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災害はいつ起こるかわかりません。災害が起こった時に、どのような行動をとればい

いのか、日頃からどんな準備をしておけばいいのか、ご家族で考え備えておく必要があ

ります。 

●防災マップ（ハザードマップ）の確認 

 住んでいる地域にどんな災害（地震、風水害、土砂災害）が起きる可能性があるか、 

「ハザードマップ」で確認しましょう。「ハザードマップ」は、ちずみる豊橋に掲載さ 

れています。また、気象庁が発表する「キキクル」（大雨・洪水警報の危険度分布）も 

自主避難の判断の参考になります。 

＜問合せ先＞豊橋市役所 防災危機管理課 ☎0532-51-3116 

 

●避難所、避難経路、避難手順の確認 

 災害時に慌てずに行動できるよう、日頃から親戚宅・友人宅・ホテル・指定避難所等 

のどこに避難するか、安全な避難経路や手順を決めておきましょう。 

※災害のおそれがない場合は、自宅で避難生活を送る在宅避難も検討しましょう。 

① 第一指定避難所（生涯学習センター、校区市民館） 

災害により被害を受け自分の家などを失い居住できなくなったとき、又は被害の

おそれのある場合に避難する場所です。 

② 第二指定避難所（小・中学校など） 

第一指定避難所が収容能力を超えた場合などに開設されます。 

③ 福祉避難所 

指定避難所での避難生活が困難な被災者がいる場合に開設されます。 

※支援を行う介護職員が配置されているわけではありません。 

＜問合せ先＞豊橋市役所 防災危機管理課 ☎0532-51-3116 

 

●緊急医療手帳・マイタイムラインの活用（冊子末ページ） 

 緊急医療手帳は、災害が発生した際、特別な医療を受けている方などが速やかに医療

を受けられるよう事前に必要な情報を記録しておくものです。 

災害が発生するとかかりつけ医に診てもらうことが難しくなることが予測されるた

め、どんな病気なのか、治療のためにどんなお薬を処方されているのか、その他注意事

項や禁忌事項などを誰にでもわかりやすく説明できるように準備しておきましょう。 

マイタイムラインは、風水害のように想定できる災害に対しての備えや迅速な対応が

できるように、「いつ」「誰が」「何をするのか」をあらかじめ決めておくものです。 

洪水や浸水被害が想定される地域にお住まいの方や、避難に時間がかかる方とその家

族に作成をお勧めしています。 

 

 

 

 

５-１ 防災情報 
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●非常持出品と備蓄品の準備 

備えておくべき備蓄品チェックリストを参考に準備しましょう。 
（冊子末ページ：防災危機管理課作成資料） 

チェックリストに記載されている内容以外にも、治療薬や医療用具、食料、衛生用品、 

その他ご家族で必要と思う物は準備しておきましょう。 

 

●使用している医療機器業者等への連絡 

災害時は人工呼吸器やたん吸引器など電気を使う機器が使えない、酸素ボンベ等が足 

りなくなる可能性があります。あらかじめ、どの機器に電源が必要なのか、バッテリー

の使用可能時間、代用方法を確認し、使うことができるようにしておきましょう。また、

搬送方法など医療機器業者及び主治医、利用しているサービス事業所等に相談しておき

ましょう。 

医療機器が使えなくなった時を想定して、電気を使用しない医療的ケアのグッズ（蘇 

生バッグや携帯用酸素ボンベ等）を備えておくことも重要です。 
 

※人工呼吸器（夜間のみも可）、電気式たん吸引器、もしくはネブライザーを常時使用している

方は自家発電機の購入費の補助を受けられる場合があります。 

＜問合せ先＞豊橋市役所 障害福祉課 ☎0532-51-2345  

 

●治療薬の確認及び医療の確保 

災害時は被災状況によって医薬品等が入手困難になることも考えられます。日頃の災 

害への備えとして治療薬等の予備について主治医に相談しておきましょう。 

また、外出時に被災する可能性もあります。外出時には、できれば３～7 日分の薬を 

携帯するとよいでしょう。予備薬は非常時に速やかに持ち出せるよう、家族や関係者（支

援者）みんながわかる場所に保管しておきましょう。 

温度管理が必要な注射等の保管は主治医、薬剤師に相談しておきましょう。小児慢性

特定疾病児童等の方は、災害時にはできるだけ早く医師と連絡を取ることが大切です。

そのため、災害時に医師と連絡を取る方法や病院までの搬送など、日頃から主治医に相

談をしておきましょう。そして、災害時に薬の確保ができるように薬の正確な情報（お

薬手帳、薬剤情報提供書）が分かるようにしておきましょう。 

 

 

お薬手帳 

医療機関の処方記録を記入（貼付）し、薬剤名や服用期間等の「薬の情報」を記録しましょう。

処方記録をコピーや携帯電話等で写真にして保存をしましょう。 

 

薬剤情報提供書 

薬局が発行する薬の一覧のことで、薬の形状や処方された「薬の情報」薬効、留意すべき副作用、

使用上の注意についても記載されています。（処方日、処方発行病院名の記載あり） 
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●協力者との連絡 

 自力で避難所まで行けない場合は、日頃から近隣の方等にも協力してもらえるように 

声かけをしておきましょう。また、家族や知り合いの人と離れていても、居場所がわか 

るように避難先を記入したメモ等を人目につくところに置いておきましょう。 

 

 

 

●「豊橋ほっとメール」（登録制） 

地震や風水害情報、被害状況、避難所開設情報など災害に関する緊急情報を、 

携帯電話やパソコンのメールで受け取れるサービスです。 

英語やポルトガル語、中国語などにも対応した災害情報を配信しています。 

 

●エリアメール・緊急速報メール 

 気象庁が配信する津波警報や地方自治体が発信する災害・避難情報などを受信するこ 

とができる携帯電話のシステムです。対象エリアにいる利用者に限定して配信します。 

※機種により利用できないものもあります。また、機種によってはあらかじめ受診設定が必要です。 

 

●防災アプリ Hazardon（ハザードン） 

避難所の開設状況や混雑状況が確認できるほか、豊橋ほっとメールと同様の情報をプ 

ッシュ通知で受け取ることができます。また、避難所で登録する世帯情報等を事前にア

プリ内に登録しておくことで受付がスムーズにできます。 

 

 

●豊橋防災ラジオ 

 緊急時にスイッチが切れていても電池が入っているか、コンセントに繋がっていれば 

自動で起動し、最大音量で情報を配信するラジオです。市内の電気商業組合加盟店（一 

部店舗除く）で購入できます。 

※市内の豊橋防災ラジオ販売店は防災危機管理課ホームページで確認できます 

※このラジオはエフエム豊橋以外の放送を聞くことはできません。エフエム豊橋を受診できる市販のラジ

オでも、スイッチの入った状態であれば、同内容の緊急情報を聞くことができます。 

 

＜問合せ先＞豊橋市役所 防災危機管理課 ☎0532-51-3116 

 

 

 

 

５-２ 災害時の情報収集 

登録はこちら 
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●NTT の災害用伝言ダイヤル（１７１） 

 災害発生時は停電、通話規制等で通信が集中し繋がりにくくなります。 

NTT の災害用伝言ダイヤル（１７１）は家族や友人などが被災した場合の安否確認に

役立ちます。（固定電話・携帯電話等可） 

※毎月 1 日、15 日に体験ができます。 

「１７１」（音声ガイダンスが流れます）    伝言録音 「１」（３０秒以内） 

                      伝言再生 「２」 

●災害用伝言版（Web171） 

 パソコンやスマートフォン等から固定電話や携帯電話の電話番号を入力して安否情 

報（伝言）の登録、確認を行うことができます。 

●中部電力の「停電情報お知らせサービス」（スマートフォン無料アプリ） 

あらかじめ登録した地点（町名の他、電気の契約単位で登録可能）の停電や復旧情報

をプッシュ通知でいち早くお知らせし、チャットで電気に関する相談ができる無料アプ

リです。 

＜問合せ先＞中部電力パワーグリット（株） 

☎0120-985-232 平日 9：00～17：00（年末年始・祝日除く） 

  

 

 

※在宅医療機器をご使用中の方へ 

停電が発生した際、医療機器等をご使用の方に対し個別に停電情報をお知らせを行う

等、対応について相談することができます。詳細については下記までお問合せください。 

＜問合せ先＞中部電力パワーグリット（株）豊橋支社 豊橋市神明町 89 番地 

☎0120-988-328 平日 9：00～17：00（年末年始・祝日除く） 

来所相談の場合は、平日９：00～15：00（年末年始・祝日除く） 

 

 

地震などの災害が発生した際に、自ら避難することが困難で、避難にあたりご家族等

の協力が得られず、地域での支援が必要な方（避難行動要支援者）の台帳登録を進めて

います。台帳登録をしていただくことで、台帳の写しがお住まいの地域の自主防災会や

民生委員、自治会に本人同意のもと提供され、災害発生時の支援や日頃の見守りに役立

てられます。 

＜問合せ先＞豊橋市役所 福祉政策課 ☎0532-51-2355 

 

 

 

 

５-３ 避難行動要支援者支援事業 
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●ヘルプマーク 

義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、または、妊娠初期の方など、

外見から分からなくても援助や配慮を必要としている方々が身に付け、周囲の方に配慮

を必要としていることを知らせるためのマークです。 

＜配布場所＞ 

 市役所障害福祉課（東館１階） 市役所長寿介護課（東館３階） 

保健所健康増進課（中野町「ほいっぷ」内） 

豊橋市障害者福祉会館「さくらピア」（東新町） 

とよはし総合相談支援センターほっとぴあ（あいトピア２階） 

＜配布数＞一人につき一個 

●ヘルプカード 

ヘルプカードは、障害がある方などが携帯し、日常生活で困っ

た時や災害時、緊急時に周囲の人に必要な援助や配慮を求めるた

めのものです。 

カードには緊急連絡先、障害名（病名）、かかりつけ医、 

服用している薬、配慮してほしいことなどを記載する 

ことができます。 

ヘルプマークの配布場所で一人一枚まで配布しています。  

また、障害福祉課ホームページからダウンロードすることもできます。 

                      

＜問合せ先＞豊橋市役所 障害福祉課 ☎0532-51-2345 

５-４ ヘルプマーク・ヘルプカード 

 





440-8501
0532-51-3116 bousaikikikanri@city.toyohashi.lg.jp
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